































三 十 了0ー.4卜 膚 寧
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図 2:電流の積分値(J)≡量 .ro'r(.7(i))diを臨界電場戸で規格化した電場可動 こ対してプロット
したものQ(J)-0の絶縁体 (線形応答領域)から絶縁破壊を経て(J)≠0という金属的振る舞い
までユニバーサルにクロスオーバーすることが分かる｡日印は6サイト､黒印は8サイト｡
バンド絶縁体との違い Mott絶縁体の断熱スペクトルはギャップが多体効果により年じているた
め､高励起状態間にも励起ギャップが存在する｡ギャップを飛び越えるLanda1-Zener遷移は量子
論的な分岐過程と解釈できるが､断続的な分岐現象のために孤立量子系であるにもかかわらず散
逸効果が誘導される｡これはⅠⅤ特性のOhm則的振る舞いにも見て取れる｡
なお､本研究は有田亮太郎氏､青木秀夫先生との共同研究によるものである｡
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